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Ⅰ．平成28年度決算の概要 



環境変化 

 

I.  顧客とのリレーション及びコンサルティング能力の更なる強化 
II.  アセットコントロールによる当行資産ポートフォリオの質向上 
III.  リテール取引徹底推進と並行して、市場運用力を徹底強化 
IV.  営業をサポートするための業務変革（BPR）と戦略的ICT投資 

前中期経営計画と環境の変化 
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 前中期経営計画（ベスト・パートナーズ・プラン）では、「リテール取引の徹底推進」と「市場運用力の強化」及びそれら
を支える「組織力・人材力の強化」により、当行及び地元経済の付加価値向上に取り組んだ。 

 また、計画期間中のマイナス金利政策導入を機に、28年度上期より「量」から「質」重視へ方針転換し、《取引の効率性
向上》及び《地元重視》の施策に重点的に取り組んだ。 

計画策定時の方針 

前提条件 

対応方針 

・デフレ脱却により、金利は緩やかに上昇 

・金利上昇時の収益機会を享受するために、
顧客基盤（資産・負債）を拡大 

「量」から「質」重視への転換 

効率性の向上 地元の重視 

超低金利環境 
の長期間継続 

リテール取引
の徹底推進 

市場運用力 
の強化 

組織力・人材力 
の強化 

前中計基本戦略 
(平成26年度～平成28年度) 

ベ
ス
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
・
プ
ラ
ン 

営業店フラット化 県内人員重点配置 



27年度
（28/3期）

28年度
（29/3期）

前期比

経常収益 731 821 89

コア業務粗利益      525 502 △ 23

資金利益 456 425 △ 30

非金利利益 68 76 7

経　費 372 371 △ 1

修正OHR（コア業務粗利益ベース） 70.9% 74.0% 3.1%

コア業務純益 152 130 △ 22

債券関係損益 19 27 7

実質業務純益 172 157 △ 14

一般貸倒引当金繰入額 2 - △ 2

業務純益 169 157 △ 12

臨時損益 5 12 6

うち不良債権処理費用 32 29 △ 3

うち貸倒引当金戻入益 - 5 5

うち償却債権取立益 11 11 0

うち株式等関係損益 16 25 8

経常利益 175 170 △ 5

特別損益 △ 1 △ 4 △ 3

当期純利益 112 90 △ 22

与信関係費用 23 12 △ 11

（単位：億円）

（注1）

（注2）

（注3）

（注4）

（注5）

55 

110 

86 

112 

90 

0

60

120

24 25 26 27 28

（億円） 

（年度） 

◆当期純利益の推移 

89 

201 

165 175 170 

0

60

120

180

24 25 26 27 28

（億円） 

（年度） 

◆経常利益の推移 

平成28年度決算の概要 

The Hyakujushi Bank, Ltd.  5 

（注1） 非金利利益＝役務取引等利益＋その他業務利益（債券関係損益を除く） 
（注2） 臨時処理分を除く。 
（注3） コア業務純益＝コア業務粗利益－経費  
（注4） 実質業務純益＝コア業務純益＋債券関係損益   
（注5） 与信関係費用＝一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理費用 
                －貸倒引当金戻入益－償却債権取立益 

単 体 

連 結 

Ｐ．11 

Ｐ．11 

 【実質業務純益】 

 実質業務純益は、非金利収益及び債券関係損益は増加した 

 ものの、資金利益の減少により、前期比14億円減少の157億円 

 を計上。 

Ｐ．6 

Ｐ．9 

 【経常利益・当期純利益】 

 経常利益は、資金利益の減少などにより前期比5億円減少して 

 170億円を計上。当期純利益は、法人税等の増加などにより 

 前期比22億円減少して90億円を計上。 

Ｐ．6 

Ｐ．10 

Ｐ．10 

※：28/5公表値 

123 ※ 80 ※ 

※：28/5公表値 

27年度
（28/3期）

28年度
（29/3期）

前期比

経常収益 813 905 91

親会社株主に帰属する当期純利益 116 96 △ 19

（単位：億円）



△ 221 

838 
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実質業務純益の状況 
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100

140

180
（億円） 

＋1 

経費減少 

＋7 

債券関係損益増加 

実質業務純益の前期比増減要因 

△19 

＋6 

貸出金利回り低下 

貸出金平残増加 

貸出金 

28/3期 29/3期 

その他 

資 金 利 益 
非金利 
利益 

172 

157 

有価証券 

有価証券利回り低下等 

債券関係 
損益 

経費 

非金利利益増加 

預金平残増加等 

貸出金・総預金の利回り推移 有価証券利回り推移 

貸出金利回り 

総預金利回り 

1.42 

1.10 
1.29 

1.21 1.17 

有価証券利回り（左軸） 

長期金利（左軸） 

預貸金 
利鞘 

△8 

+7 

 非金利利益及び債券関係損益は増加したものの、貸出金利回りの低下による資金利益減少をカバーするには至らず

実質業務純益は157億円と前期比14億円減少。 

投信解約損益（右軸） 

28/3期比 

△0.07% 

△0.07% 

±0% 

28/3期比 

△0.08% 

△9 



39.23  40.42  40.89  39.83  39.25  

20.03  19.80  20.02  21.25  21.58  

11.52  11.21  10.62  10.58  10.28  

19.69  19.04  18.97  19.42  19.62  

0
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（％） 

当行 第二地銀 信用金庫 当行を除く第一地銀 

貸出金の状況 
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176.9 170.9 167.5 159.6 147.9 

131.2 125.6 125.8 129.0 128.7 

51.4 45.6 41.8 42.7 42.2 

0.0

200.0

400.0

25/3期 26/3期 27/3期 28/3期 29/3期 

（億円） 

香川県 広域瀬戸内圏 戦略運用拠点 
※：28/5計画値 

16,522 17,229 17,809 18,477 19,080 

6,402 5,996 5,822 6,073 5,682 
2,442 2,988 3,388 2,973 3,044 

0

10,000

20,000

30,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末 29/3末 

（億円） 

中小企業・個人 大・中堅企業 公共 

企業規模別貸出金期末残高 

25,366 26,213 27,021 27,525 

10,404 11,028 11,499 11,291 11,600 

9,531 10,003 10,402 10,912 11,129 

5,430 5,182 5,119 5,322 5,077 

0

10,000

20,000

30,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末 29/3末 

（億円） 

香川県 広域瀬戸内圏 戦略運用拠点 

地域別貸出金期末残高 

香川県内業態別貸出金シェア推移 

地域別貸出金利息収入推移 

28/3末比 

＋602 

▲391 

+70 

331.6 335.4 342.4 
359.7 

＋282 

28/3末比 

+309 

▲244 

＋217 

※広域瀬戸内圏：四国（香川県を除く）・中国・近畿・九州地区、戦略運用拠点：東京・愛知   

27,807 

 採算性及び地元を重視した戦略に転換した結果、中小企業・個人並びに香川県・広域瀬戸内圏で貸出残高は増加。 

 貸出金利息収入は、マイナス金利政策導入及び他行競合等の影響により減少。 

318.8 

311.9 
※ 



総預金の状況 
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 預金残高は増加基調を維持。地元香川県内の個人預金残高も安定推移。 

18,755  
19,238  

19,608  19,795  19,938  

15,000

20,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末 29/3末 

（億円） 

22,181 22,714 23,078 23,232 23,384 

12,888 15,093 15,104 16,353 16,967 
1,546 

1,834 1,644 1,669 1,378 

0
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30,000

40,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末 29/3末 

（億円） 

個人 法人 公共 

39,826 39,642 
36,615 

41,255 41,730 

顧客別総預金期末残高 

25,776 26,903 27,249 27,877 28,016 

7,804 
8,104 8,158 8,318 8,290 

3,034 
4,634 4,418 5,059 5,424 

0
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（億円） 

香川県 広域瀬戸内圏 戦略運用拠点 

地域別総預金期末残高 

香川県内業態別預金シェア推移 

香川県内個人預金の状況 

48.23  48.82  48.43  48.67  48.33  

19.83  19.45  19.80  19.63  19.78  

12.14  11.93  11.94  11.79  11.99  

0

10

20

30

40

50

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末 29/3末 

（％） 

当行 第二地銀 信用金庫 

28/3末比 

＋152 

＋613 

▲291 

＋474 

28/3末比 

＋138 

＋364 

▲28 

※広域瀬戸内圏：四国（香川県を除く）・中国・近畿・九州地区、戦略運用拠点：東京・愛知  



非金利利益の状況 
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32.4  32.0  31.5  31.3  31.1  

22.3  25.0  26.5  24.5  23.5  

14.7  
16.6  17.9  

12.9  18.9  

33.7  
35.2 35.0 

36.7 
41.9  

▲ 29.6 ▲ 31.7 ▲ 34.4 ▲ 36.6 ▲ 39.4 

▲ 40 

▲ 20 

0

20

40
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120

25/3期 26/3期 27/3期 28/3期 29/3期 

（億円） 

内国為替手数料 預り資産取扱手数料 

外為・デリバティブ収益 その他非金利収益 

非金利費用 

非金利利益の推移 

68 
76 77 73 

 為替相場の大幅な変動をとらえた提案等による外為・デリバティブ収益、及びＭ＆Ａやビジネスマッチング等の法人コ

ンサルティング手数料の増強により、 非金利利益は増加。 

▲0.2 

▲1.0 

+7 

28/3期比 

76 
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2.0 2.1 

2.4 
2.9 
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（億円） 

オペレーティングリース 貸出業務手数料 

ビジネスマッチング M&A

▲2.8 

法人コンサルティング手数料の推移 

8.3 

4.5 

3.6 

うち法人コンサルティング手数料 
（管理会計ベース）  

収 益  

費 用  

+5.2 

+6.0 

（8.3） 
（4.5） 

（3.6） 

3.0 
2.6 

（3.0） 
（2.6） 



有価証券の状況 
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977 915 888 867 850 

5,630 6,119 6,439 
5,389 

4,693 

2,255 1,772 1,534 

1,392 

1,389 

2,686 
2,114 2,411 

2,582 

2,642 

719 
889 

1,263 

1,906 
2,353 

370  
509  

731  
1,504  1,830  

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

25/3期 26/3期 27/3期 28/3期 29/3期 

（億円） 

株式 国債 地方債 社債 外国債券 その他 

12,639 
13,642 

有価証券の期中平残 

28/3期比 

△16 

株   式 

＋116 

＋60 

△3 

△696 

＋325 

国   債 

地方債 

社   債 

その他  

＋446 

外国債券 

12,321 

13,268 

債券修正デュレーション 

有価証券関係損益 

有価証券評価損益の状況 

 金利低下局面で債券売却を進めた結果、国債・地方債の期中平残は減少。 

 一方、投資信託や外国債券などへの分散投資を拡充し、有価証券全体の期中平残は増加。 

 
（単位：億円） 

（単位：億円） 

13,759 
増減額 増減率

19 27 7 37.9%

16 25 8 54.7%

36 52 16 45.5%

株式等関係損益

合計

種類

債券関係損益

28/3期 29/3期
前期比

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末 29/3末

円建債券 4.3 3.3 3.4 3.9 4.5

米ドル建債券 2.8 2.8 3.0 4.1 5.1

増減額 増減率
514 699 185 36.0%
276 78 ▲ 197 ▲71.6%

国　債 202 53 ▲ 149 ▲73.8%
地方債 42 15 ▲ 27 ▲63.7%
社　債 30 9 ▲ 20 ▲67.9%

7 ▲ 48 ▲ 56 -
▲ 19 ▲ 28 ▲ 9 -

778 700 ▲ 77 ▲10.0%

種類

株　式
債　券

28/3期 29/3期
前期比

その他
合計

外国債券



不良債権・与信関連費用の状況 
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312 314 310 
244 242 

375 362 
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276 
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73 
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破産更生等債権 危険債権 

要管理債権 不良債権比率 

69 

33 40 32 
29 

0

50

25/3期 26/3期 27/3期 28/3期 29/3期 

（億円） 

金融再生法開示債権残高と不良債権比率 

583 

798 779 

不良債権処理費用の推移 

661 

与信関係費用の推移 

28/3期 25/3期 26/3期 27/3期 

与信関係費用 23億円 51億円 ▲21億円 1億円 

与信関係費用
比率 

0.08％ 0.21％ ▲0.08％ 0.00％ 

29/3期 

12億円 

0.04％ 

・与信関係費用  ＝一般貸倒引当金繰入額+不良債権処理費用-貸倒引当金戻入益 
          －償却債権取立益 
・与信関係費用比率＝与信関係費用÷貸出金期中平残 

4％ 

2％ 

3％ 

 金融再生法開示債権残高の減少と貸出金残高の増加により、不良債権比率は低下。 

 不良債権処理費用の減少及び貸倒引当金戻入益の計上により、与信関係費用は減少し、低水準を維持。 

▲11億円 

28/3期比 

510 



2,546  2,437  2,466  2,397  

451  446  

1,992  2,040  
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（億円） 

TierⅠ TierⅡ コア資本 

自己資本・株主還元の状況 
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11.65% 11.63% 

9.50% 9.56% 

11.26% 
10.21% 9.72% 9.53% 

3%
4%
5%
6%
7%
8%
9%
10%
11%
12%
13%

連結自己資本比率 連結TierⅠ比率 連結自己資本比率 

（バーゼルⅢベース） 

20,970  21,343  22,612  23,850  25,351  25,135  

15,000

20,000

25,000

24/3末 25/3末 26/3末 27/3末 28/3末 29/3末 

（億円） 

 中期経営計画期間における株主還元率等の推移 

 自己資本比率（連結） 

2,483 2,444 

注： 棒グラフ上部の数値は、自己資本の額 

12% 

10% 

8% 

► 安定配当を継続（平成27年度に1円増配し、年間1株あたり8円）。 

► 内部留保積み上げによる自己資本充実を重視。 

► 利益環境に応じて自己株式取得を実施し株主への還元を図る。 

 株主還元方針 

 劣後性調達の償還・返済があったものの、内部留保積み上げ等により自己資本比率の低下を抑制。 

  株主還元は年間8円配当を継続。自己株式取得も実施。 

※１ 平成27年5～6月に取得した100万株(442百万円）は
27/3期の株主還元に算入。 

 リスクアセット等の額の合計額（連結） 

劣後性調達 
償還・返済 

130億円 

劣後性調達 
償還・返済 

30億円 

劣後性調達 
償還・返済 

110億円 

7,580 7,590 
7,109 

8,368 8,293 

6,507 6,513 6,053 

7,317 7,273 

3,000

5,000

7,000

9,000

25/3末 26/3末 27/3末 28/3末 29/3末 

（人） 株主数の推移 株主数 うち個人 

27/3期 28/3期 29/3期
86 112 90
21 23 23

1株あたり配当（円） 7.0 8.0 8.0
配当性向 24.4% 21.1% 26.1%

12 12 3
（※1）38.6% （※1）32.1% 30.3%

中期経営計画期間累計 33.5%

当期純利益（億円）
配当総額（億円）

自己株式取得（億円）
株主還元率
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140 

153 150 

172 
180 

157 

0

50

100

150

200

26年度 

計画 

26年度 

実績 

27年度 

計画 

27年度 

実績 

28年度 

計画 

28年度 

実績 

（億円） 実質業務純益 

27,000  

27,021  

28,000  

27,525  

30,000  

27,807  

15,000

20,000

25,000

30,000

26年度 

計画 

26年度 

実績 

27年度 

計画 

27年度 

実績 

28年度 

計画 

28年度 

実績 

（億円） 貸出金残高 

38,000  

39,826  

39,000  

41,255  

40,000  

41,730  

30,000

35,000

40,000

26年度 

計画 

26年度 

実績 

27年度 

計画 

27年度 

実績 

28年度 

計画 

28年度 

実績 

（億円） 総預金残高 

経 営 指 標 

23,125  
23,850  23,695  

25,351  
24,458  

25,135  

10.00% 

10.21% 

9.50% 

9.72% 

9.00% 

9.53% 

20,000

25,000

0%

5%

10%

26年度 

計画 

26年度 

実績 

27年度 

計画 

27年度 

実績 

28年度 

計画 

28年度 

実績 

連結自己資本比率 

連結リスクアセット 

 「連結自己資本比率」及び「総預金残高」は
目標達成。 

 「実質業務純益」及び「貸出金残高」は目標
未達成。 

低金利環境においても安定的な利益
を確保できるよう、百十四グループ
の収益力のさらなる強化に向けて、
効率性をより一層高めるとともに、
適正なリスク管理のもと、健全性の
維持・向上に取り組む必要がある。 
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営 業 基 盤 指 標 

17,900  
17,809  

18,700  

18,477  

19,600  

19,080  

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

26年度 

計画 

26年度 

実績 

27年度 

計画 

27年度 

実績 

28年度 

計画 

28年度 

実績 

（億円） 中小企業等貸出残高 

4,700  

4,850  

4,980  

5,076  

5,300  

5,401  

4,000

4,500

5,000

5,500

26年度 

計画 

26年度 

実績 

27年度 

計画 

27年度 

実績 

28年度 

計画 

28年度 

実績 

（億円） 住宅・無担保ローン残高 

16,000  

16,735  

16,500  

17,973  

17,000  

18,623  

10,000

15,000

20,000

26年度 

計画 

26年度 

実績 

27年度 

計画 

27年度 

実績 

28年度 

計画 

28年度 

実績 

事業性貸出先数 

41.00% 

40.89% 

42.00% 

39.83% 

43.00% 

39.25% 

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

55%

26年度 

計画 

26年度 

実績 

27年度 

計画 

27年度 

実績 

28年度 

計画 

28年度 

実績 

香川県内貸出シェア  「住宅・無担保ローン残高」及び「事業性貸
出先数」は目標達成。 

 「香川県内貸出シェア」及び「中小企業等
貸出残高」は目標未達成。 

地域社会、法人及び個人のお客さま
をあらゆる面で一層サポートするこ
とで、お客さまや地域とともに当行
も成長する好循環の実現を目指す。 



Ⅱ．中期経営計画（2017年4月～2020年3月） 

チャレンジ・バリュー 
～金融の枠を越え、新たな価値を共創～ 

(プラス) 
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 厳しい経営環境（危機感）と、期待される役割（使命感）を再認識したうえで、ビジネス面、及び事業基盤面で様々な変
革（イノベーション）を進め、 お客さま・地域そして当行が共に成長していくビジネスモデル構築をめざす。 

経営理念に掲げた「お客さま・地域社会との共存共栄」を実現

するために、お客さまや地域の将来を一緒になって考え抜き、

その課題解決や付加価値創造に主体的に取組み、自らの存

続可能性の向上につなげる好循環を実現しなければならな

い。 

 

 

【経営理念】 

・ お客さま・地域社会との共存共栄をめざします。 

・ 活気ある企業風土の醸成をめざします。 

・ 健全性の確保と企業価値の創造をめざします。 

 

地域のマーケット縮小が危惧される状況下、
金融の枠にとらわれず、お客さまと多様な接
点をもちつつ、地域の課題解決に主体的に取
組み、自らの競争力強化と企業価値創造に繋
げる取り組み（＝変革）が必要である。 

危機感 使命感 
環　境

政治
Poli tics

・ 政治の安定性継続
・ 金融規制の緩和、金融行政の変化
・ 自己資本比率規制の改定

経済
Economy

・ 景気の大幅な改善は当面見込めず
・ 低金利環境の継続で利鞘縮小
　　（伝統的な銀行のビジネスモデルの衰退）
・ 不安定さを増すマーケット環境
・ 業態・地域の垣根を超えた競争の激化

社会
Society

・ 少子高齢化の進行、地域の人口減少
・ 地方経済の衰退の懸念
・ 顧客ニーズの多様化、ライフスタイルの変化

技術
Technology

・ インターネットやスマホの普及
・ FinTechを用いた新たな競合者の登場
・ 新商品、サービスの提供

P
E
S
T
分
析
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目指すべき
姿 

金融の垣根を越えて地域の「ありたい」にとことん関わり、地域と一緒に
成長する 

基本方針 

お客さま・地域と当行が共に成長する好循環の実現 
Who ：百十四グループは 
Where ：地元香川県と瀬戸内経済圏を中心に 
How ：組織や人材力、各種アライアンスを最大限活用して 
What ：お客さまと地域の成長に貢献することで、自らも成長し 
Do ：お客さまと地域のさらなる発展に一層取り組む 

行動指針 

どんなときもお客さまと地域を徹底的にサポート 

・お客さまや地域と多様な接点をもつ 
・お客さまと地域を徹底サポートする 
・お客さまと地域と共に成長する 



戦略体系図 
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金融の垣根を越えて地域の「ありたい」にとことん関わ
り、地域と一緒に成長する 

目指すべき姿 

経営理念 

前向きな 
リスク・ 
カルチャー 
の醸成 

 

 ・リスク・ テイ 
 ク指針 

お客さま・
地域社会と
の共存共栄
をめざしま
す 

活気ある企
業風土の醸
成をめざし
ます 

健全性の確
保と企業価
値の創造を
めざします 

 

 
 

【行動指針】どんなときもお客さまと地域を徹底的にサポート 

 地域社会 
地域別戦略の明確化 
地方創生への取り組

み強化 

 

お客さま・地域と当行が共に成長する好循環の実現 

 法人顧客 
事業性評価の深化を通じ

たコンサルティング営業 
事業ステージに応じた

バリューアップ 

 

 個人顧客 
ライフステージに応じた

サービス提供 
個人営業の変革 

 

営
業
力 

地域価値創造に 
チャレンジ 

事業価値向上に 
チャレンジ 

生涯価値向上に 
チャレンジ 

市場運用 

の強化 

運用体制 
整備 

運用強化 

運
用
力 

回転 

× 

分散 

事
業
基
盤 

 チャネル改革 

営業店事務改革 
本部業務改革 
経費削減 

働き方改革 
 営業店表彰制度改革 

グループ力強化 

 生産性向上  組織力強化  アライアンス  リスク管理高度化 

対面（店舗網）の 
  再編成 
非対面の拡充 
 

 
 

 リスクと収益の統合
的な管理 

 

◆地方公共団体 

◆四国アライアンス 

◆各種外部連携 

(プラス) (プラス) (プラス) (プラス) (プラス) 

経営基盤 ◆ICT戦略 ◆業務継続計画（マスタープラン） ◆ガバナンス ◆コンプライアンス  ◆戦略的CSR 
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香川県内 
広域瀬戸内圏 

（県外四国、岡山、 
広島、兵庫、福岡） 

 

 

•事業基盤である地元地域の課題解
決及びコアメイン化を通じ、地域と
企業の価値共創 

•地方創生と課題解決力強化を実現
するための店舗再配置と営業人員
創出 

•ローコストオペレーションと顧客満足
の両立 

 

 

 

•コアメイン先の課題解決により、囲
い込みを強化し、収益基盤を強化 

•平残及び取引効率性重視 

 

地方創生への取り組み強化 

全店独立採算性確保 地元を守り育てる 

大都市圏 
（東京、名古屋、大阪） 

 

 

 

•戦略運用拠点としての役割
明確化 

•不採算取引の見直し 

•取引効率性を最重視 

•人的資源は最小限に抑制 

 

 

総資産利益率追求 

お客さま・地域と当行が共に成長する好循環の実現 

サ
ポ
ー
ト
（取
引
・収
益
） 

 香川県内、広域瀬戸内圏、大都市圏の各営業地域毎の戦略を明確化。香川県内は取引先のコアメイン＊化及び地方
創生への取組みを通じ、顧客・地域と当行が共に成長する好循環の実現を図る。 

    ＊コアメイン：貸出のみならず、預金及び決済等のあらゆる取引でメイン化が図れており、役員並びに従業員との個人取引においても深耕がなされている取引先。 
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新・せとうち田園都市創造計画 
2016年度～2020年度 

笑顔で暮らせる香川 

成長する香川 

信頼・安心の香川 

百十四銀行 

各
種
団
体
・
外
部
専
門
機
関 

四
国
ア
ラ
イ
ア
ン
ス 

営業店 

 
地域創生部 
・地域活性化推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

・地方創生 ・創業支援 
・アグリ ・観光 ・婚活 

・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 
・事業承継 ・ビジマ 
・医療・介護 

融資部 
・経営サポートグループ 

市場国際部 
・海外支援デスク 
・海外駐在員事務所 
営業統括部 
個人営業部 
金融業務部 他 

提
携 

提
携 

連携 

連携 

香川県の各種指標
をモニタリングし
当行施策に反映 

 地域活性化に資する企画及び推進力強化を目的に「地域創生部」を新設。四国アライアンスや外部機関とも連携し、
地域活性化への取り組みを行う。地元企業の本業支援や地域の資産形成支援を積極的に行う。 

・地域活性化への取
り組み 

・企業の本業支援 

・地域の資産形成支
援 

・金融の枠を超えた
各種取組み 

0

100

200

300

28年度 29年度 30年度 31年度 

新産業関連の融資実行額 

200

250

300

350

28年度 29年度 30年度 31年度 

（件） 創業・第二支援件数 

0
1
2
3
4
5

28年度 29年度 30年度 31年度 

（件） 企業誘致件数 

100

120

140

160

180

28年度 29年度 30年度 31年度 

（件） 中小企業支援施策活用件数 

①地元企業の本業支援や地域の資産形成支援 

②金融の枠を超えた取り組み 

本部 

高松三越と共
同で、地場産品
を使って開発し
た商品 

希少糖普及の
ため「希少糖ハ
イボール」の商
品化を地元企
業に提案 

人口減少に歯止
めをかけるため、
「婚活デスク」を
創設し、各種取
組みを実施 

（百万円） 
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事業性評価の深化を通じたコンサルティン
グ営業の推進 

事業ステージに応じたバリューアップ 
事業計画策定支援        
補助金申請支援 
創業資金融資 

 成長資金融資 
 補助金申請支援 
 ビジネスマッチング（M＆A買） 
 海外展開支援 
 新たな資金調達手段の提供 

 事業承継・Ｍ＆Ａ支援 

 経営改善・事業再生支援 

取
引
先
・
地
域
の
成
長
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト 

取引先との 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

決算分析 

個社別方針 
（ｱｶｳﾝﾄﾌﾟﾗﾝ） 

作成  

お客さまの全てのビジネスフローに関与し、どのよ
うな経営課題にもワンストップで対応！ 

◆チャネル改革：営業体制再構築  ◆営業店事務改革：新融資支援システム稼働  ◆本部業務改革：本部業務スリム化による営業人員強化 

課題解決策提案 

 法人のお客さまの全てのビジネスフローや事業ステージに関与し、事業性評価の深化を通じた適切な資金供給とソ
リューションの提供により取引先の成長を強力にサポートする。 

資金ニーズを適切に捉えた 

ソリューション提供による 

創業期 

成長期 

安定期 

低迷期 

再生期 

上段：28/3末 与信先数（先）、下段：28/3末 融資残高（億円） 
※29/3末の数値は、取引先決算データ登録の関係で現在集計中。 

1,183先 
655億円 

3,995先 
3,525億円 

10,716先 
13,537億円 

941先 
495億円 

1,241先 
1,125億円 

メイン先数増加 
*29/3末 7,990 

（28/3末比+317） 
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１１４バリューアップシート 

 昨年７月より、事業性評価シート（１１４バリューアップシート等）を取り入れ、お客さまに当行の事業性評価の内容を
開示する取り組みを開始。 

 事業性評価を「広く」、「深く」、「長く」行うことで、お客さまの成長をサポートしていく方針。 

より多くの取引先との対話による課題共有、及び１１４バリューアップシート
への誘導として、６月より簡易版シート（１１４バリュープラスシート）を導入。 

基幹取引先 売上規模・信用状態・取引地位等から更なる対話やソリューションを行う先 

１１４バリュープラスシート 

情報整理 分析 提案 

◆基本情報 
◆製品・ｻｰﾋﾞｽ 
◆財務情報 

◆財務分析 
◆外部環境分析 
◆内部環境分析 

◆評価結果の説明 
◆課題等への提案 

シートの概要 

1,874  
2,100  

2,340  

2,600  

157  370  

670  

1,000  

92  

420  

920  

1,500  

0

300

600

900

1,200

1,500

1,800

2,100

2,400

2,700

28年度 

実績 

29年度 

計画 

30年度 

計画 

31年度 

計画 

（件） 
事業性評価先数（累計） 

ｼｰﾄ作成件数（累計） 

ｿﾘｭｰｼｮﾝ実行件数（累計） 

対 話 

対 話 お客さまに開示 

お客さまに開示 

事業性評価先 
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 取引先の事業を的確に把握することで必要な資金を迅速に提供すると同時に、抽出された課題解決ためのソリュー
ションを提供する。 

253  262  
304  

336  

0

100

200

300

28度実績 29年度計画 30年度計画 31年度計画 

（件） 

創業支援件数 うち第二創業 

貸 

出 

医療・介護分野への取り組み 

308 260  260  260 

1,325  

1,375  

1,425  
1,475 

1,200

1,300

1,400

1,500

0

100

200

300

29/3末実績 30/3末計画 31/3末計画 32/3末計画 

（先） （億円） 

融資実行額（左軸） 取引先数（右軸） 

農業分野への取り組み 

34  

30  30  30  

206  
220  

240  

260  

160

180

200

220

240

260

280

300

0

10

20

30

29/3末実績 30/3末計画 31/3末計画 32/3末計画 

（先） （億円） 

融資実行額（左軸） 取引先数（右軸） 

創業支援への取り組み 

107 

240  255  275  
303  
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700  
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800

0
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300

28年度実績 29年度計画 30年度計画 31年度計画 

（件） （百万円） 

手数料収入（左軸） 販路開拓支援件数（右軸） 

63  

240  255  275  504  

670  
745  

820 

300

500

700

900

0

50

100

150

200

250

300

28年度実績 29年度計画 30年度計画 31年度計画 

（件） （百万円） 

M&A手数料収入（左軸） M&A相談件数（右軸） 

1,242  1,190  1,210  1,230 

437  430  430  430  

0

200

400

600

800

1,000

1,200

28年度実績 29年度計画 30年度計画 31年度計画 

（百万円） 

外為手数料・保証料 外国為替売買益 

役 

務 

収 

益 

ビジネスマッチング 事業承継・Ｍ＆Ａ 国際業務部門の取り組み 



３つのチャレンジ（生涯価値向上①） 
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 「ライフステージに応じたサービス提供」と「個人営業の変革」によって、お客さまの生涯価値を創造するサービス業
へと転換を図る。 

 3つのEvery 
テクノロジー（Every Tech）の積極的活用で 
いつでも（Every Time） 
どこでも（Every Place） 

 

生
涯
価
値
を
提
供 

  ＊上段：最終年度目標 
下段：29/3末実績 

お
客
さ
ま
の
生
涯
取
引
を 

当
行
一
行
で
フ
ル
サ
ポ
ー
ト 

便利なサービスを実現 

フローメイン層 

コアメイン層 

マス層 

ストックメイン層 



                    

お
客
さ
ま
の
資
産
運
用
及
び
資
産
形
成
を
ご
支
援
す
る
業
務
の
基
本
方
針 

ＫＰＩ(案）等 

基 本 方 針 

３つのチャレンジ（生涯価値向上②） 
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 長期・積立・分散を意識した顧客本位の提案で、お客さまの資産形成を徹底的にサポート。 
 専門知識を有した行員の育成及びお客さまとの対話時間創出を目的としたＩＣＴ活用にも積極的に取り組む。 

誠実・公正な資産運用・資産形成のご支援 

お客さま本位の販売態勢の整備 

サービス品質の向上 

お客さま本位の徹底とプロフェッショナル人材の育成 

投信積立振替額 

商品ラインナップ 

813  

1,207  1,215  

300

550

800

1,050

1,300

26年度 27年度 28年度 

（百万円） 

10 

4 
3 

25 

コアファンド 

ノーロード 

コアかつノーロード 

その他 

FP2級取得者数 

941  1,011  1,091  

300

500

700

900

1,100

27/3末 28/3末 29/3末 

（人） 

・タブレット端末導入 

（対話時間の創出） 
・顧客向けセミナー 

等 

1,164  1,210  1,332  1,512  
1,800  

1,434  1,476  
1,500  

1,520  

1,550  
401  

494  
520  

560  

620  

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

28/3末 

実績 

29/3末 

実績 

30/3末 

計画 

31/3末 

計画 

32/3末 

計画 

（億円） 預り資産残高計画 

投資信託 

一時払保険 

金融商品仲介 

2,999 
3,181 

3,352 

3,592 

3,970 

29/3末時点 
（店頭販売分） 
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５つのプラス（チャネル改革） 
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■ 当行への信頼と
安心感の源泉 

■ ネット銀行との差
別化の手段 

 

■ 高い運営コスト 
■ 非対面チャネル

浸透により必要
性が低下 

 
 

■ 個人取引の主流
であり拡充必須 

■ 店舗再編の補完
機能となる 

 

■ 投資の選択と集中
が必要 

■ 変化のスピードが
速い 

 

営業の効率化と質向上のために 
店舗網及び営業人員配置を 

再編成 

サービス維持・向上のために 
対面チャネル戦略と連携を図りつつ 
優先順位をつけて積極的に投資 

チャネ
ル改革 
(PDCA) 

機能特化
店舗 

モバイル 
バンキング 

得意先 

本部 顧客 

ATM 

インターネット 
バンキング 

店舗 

コール 
センター 

店舗 

(中核店) 

シフト 

連携 

連携 

連携 

連携 

連携 

連携 

量･質向上 

誘導 誘導 

統廃合 

連携 

広告 広告 

強化 
強化 

強化 

強化 

新設 

シフト 

 対面チャネルの再編成と非対面チャネルの充実を総合的に進めるチャネル改革で、営業力の強化と顧客サービス
の向上を図る。 

マイナス施策 プラス施策 

対面チャネル（店舗・対面） 非対面チャネル（コールセンター・ネット） 



５つのプラス（生産性向上） 
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営業店事務改革 

 事務の課題を解決し、事務負担を軽減するために営業店事務改革を行い、営業人員を創出する。 

①店頭スタイルの転換 

②サポート・オフィスによる後方事務極小化 

③顧客接点型事務のセンター集中 

④融資事務の効率化 

⑤預り資産事務の効率化 

バックレス化による後方人員削減 

営業店を事務から開放しセールスシフト 

事務負荷の削減と最適な顧客管理 
 

ペーパーレス化による事務半減 

①～③で 
営業店事務人員 

120人削減 

最低減の人員・機器で対応 + 待ち時間短縮 ハイカウンター
を半減 

伝票起票・伝票補記・現金確
認または印鑑照合などが不要
で処理スピード・CSともに向上 

メリット 

メリット 

少量多品種事務を集中 → 
集中することで事務量を最適
化し、各人のスキルを活かした

効率的な処理が可能に 

29年5月より試行開始 

ﾘｻｲｸﾙｷｬｯｼｬ ｸｲｯｸｶｳﾝﾀｰ 返却ｶｳﾝﾀｰ 

お客さまと行員の共同作業 

（スタンディングオペレーション） 

お客さま：伝票で処理を依頼 

行  員：伝票に基づき処理 



５つのプラス（組織力強化・リスク管理高度化） 
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◆ 組織力強化 

◆ リスク管理高度化 

Ⅰ．働き方改革 
・女性行員の活躍 
（事業所内保育所設置） 

・長時間労働の抑制 

Ⅱ．営業店表彰制度改革 
・評価期間の長期化 
・ベンチマーク評価やプロセ
ス評価の導入 

Ⅲ．グループ力強化 
・総合的なサービス提供 
・グループ全体での稼ぐ力を
強化 
 

 働き方改革やグループ力強化を通じた組織力強化、及び積極的リスクテイクを実現するためリスク管理高度化に取
り組む。 

・適正なリスク管理のもと安定的な収益確保するという前向きなリスクカルチャーの醸成 
・ポートフォリオ改善による健全性維持と資産効率向上 

 

 

目標達成のために積極的に受け入れるリ
スクと抑制するリスクの明確化 

リ
ス
ク
テ
イ
ク
方
針 

リスク種別 方針 

信用リスク 
地元ELテイク 

大口リスク抑制 

金利リスク 一定量許容 

株式リスク 削減 

その他市場リスク 一定量許容 

流動性リスク 制御 

オペリスク 一定量許容 

コンダクトリスク 把握・管理方法検討 

リ
ス
ク
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
資
本
配
賦
） 

経
営
目
標 

連結自己資本比率 

9.5％以上 

連結ＲＯＥ 

3.0％以上 

連結当期純利益 

95億円以上 

中計最終年度（平成31年度） 



5つのプラス（アライアンス①） 
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 経営資源の制約から当行単独ではハードルの高い施策について、地銀他行や地方公共団体、外部専門機関等との
各種アライアンスを積極的に活用する。 地方公共団体 

その他 

海外金融機関 
商工会議所 
中小機構 
中小企業再生支援協議会 
かがわ中小企業再生ファンド 
動産評価会社 
税理士、弁護士等の専門家 

 

せとうちＤＭＯ 

「Chance Fintech Lab」設立 

ﾒｶﾞｿｰﾗｰ案件（山口県）ｼ・ﾛｰﾝ組成 

「せとうち観光活性化ﾌｧﾝﾄﾞ」取扱開始 

地方創生に関する戦
略会議等への参加 
・瀬戸内ﾓﾆﾀｰｶﾞｰﾙｽﾞ 
・婚活ﾃﾞｽｸ 
・ｵﾘｰﾌﾞ、希少糖支援 

「せとうちDMOﾒﾝﾊﾞｰｽﾞ」への顧客紹介 
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 四国の地銀4行による包括提携「四国アライアンス」では、各行が健全な競争関係を維持しつつ、それぞれの強み・ノ
ウハウを結集して、地域、お客さま及び各行の持続的成長・発展に取り組む。 

5つのプラス（アライアンス②） 

ファンド運営会社の共同設立 

シンクタンクによる地域経済の共同 
研究                  など 

興す 

抽選で４県の地元産品をお届けする 
「スタートアップキャンペーン」の実施  

四国資源のブランド化推進に向けた 

プラットフォームの構築及び整備        

四国を考えるフォーラム等の開催 など 

活かす 

４行でのビジネスマッチングを開始 

海外ビジネス交流会の開催 

若手経営者の交流会の開催 など 

いよぎん証券の共同活用 

四国アライアンス独自の投資信託の 
共同組成 

 FinTechを活用した新たなサービスの 
創造 など 

事務の共同化 

 4行間での人財交流      など 

協働する 

育む 

繋げる 



市場運用力強化 
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の徹底 

と 

有価証券運用 
の目標 

• 収益目標達成（利息配当金減少抑制＋売買損益維持） 
• 健全で最適なポートフォリオの構築・運営 

運用戦略 
• リスクアセット維持の前提下、投資アロケーションの多様化・最適化を通じた収益極大化 
• 機動運用の対象資産拡大と取引の更なる積極化 
• 総合損益＊重視のポートフォリオ運営強化 

実施施策 

• 投資商品、通貨、地域、リスク等の分散投資を強化し、リスク許容度の範囲内で安定してキャ
リーを確保するポートフォリオを構築 

• 市場見通しや予兆管理に基づく取引資産の選択、及び機動的な入替・売買取引の強化 
• 損失計上も選択肢に入れたポートフォリオ運営による健全性維持、及び取引機会の創出 

＊ 総合損益 ＝ 資金利益 ＋ 売買損益 ＋ 金融派生商品損益 ＋ 前期末比評価損益増減 

158 
143 141 140 

27 
28 28 28 

0

50

100

150

2016年度実績 2017年度計画 2018年度計画 2019年度計画 

（億円） 

利益計画 

有価証券利息 債券売買益 

186 
171 169 168 



経営基盤の充実 
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ガバナンスの強化 

■ 監査等委員会設置会社への移行（予定） 

資本政策等 

■ 株主還元方針 
・普通配当 ：安定配当を継続 

・自己株式取得 ：株主還元率30％程度を目途に機動
的に実施 

・株主優待制度 ：内容の充実を図りながら継続 

■ 基本方針 
経営の健全性・安定性を図るために内部留保額
の増加に努め、自己資本の充実を図る 

■ 政策投資株式 
定性及び定量面から保有意義を定期的に
評価し基準を満たさなくなった場合は、相手
先企業との対話を経て継続投資を見直す 

2,108  2,381  2,368  

1,215  

1,238  382  
38.6% 

32.1% 30.3% 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

27/3期 28/3期 29/3期 

（百万円） 自己株式取得額 

年間配当金 

コ
ー
ポ
レ
ー
ト 

・ス
タ
ッ
フ
部
門 

市  

場  

部  

門 

営
業
関
連
部
門 

監
査
等
委
員
会
室 

委 員 会 経営執行会議 

監査等委員会 

株主総会 

ガバナンス協議会 

取締役会 

監 

査 

部 

 ■ 自己株式の一部消却 
平成29年6月、株主還元策として継続的に取得してきた

自己株式の一部（10,076,069株）を消却。 

消却前 消却後 

発行済株式総数 310,076,069株 300,000,000株 

うち、自己株式数 14,543,218株 4,467,149株 

■ 役員報酬制度の見直し（予定） 
中長期的な業績向上と企業価値増大への
意欲を高めるため、「業績連動型株式報酬
制度」を導入（予定）。 



28年度
（29/3期）

実績

29年度
（30/3期）

予想
前期比

経常収益 821 657 △ 164

コア業務粗利益      502 470 △ 32

資金利益 425 393 △ 32

　うち貸出金利息 318 306 △ 12

非金利利益 76 75 △ 1

経　費 371 380 9

うち人件費 193 194 1

うち物件費 155 163 8

コア業務純益 130 89 △ 41

債券関係損益 27 28 1

実質業務純益 157 117 △ 40

一般貸倒引当金繰入額 - - -

業務純益 157 117 △ 40

臨時損益 12 △ 1 △ 13

うち不良債権処理費用 29 25 △ 4

うち貸倒引当金戻入益 5 - △ 5

うち償却債権取立益 11 4 △ 7

うち株式等関係損益 25 24 △ 1

経常利益 170 115 △ 55

特別損益 △ 4 0 4

税引前当期純利益 165 115 △ 50

当期純利益 90 78 △ 12

与信関係費用 12 21 9

（単位：億円）

平成29年度決算見通し 
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【当期純利益】 

特別損益の改善及び法人税等の減少により、前
期比12億円減少の78億円を見込む。 

【実質業務純益】 

資金利益の減少及び経費の増加により、前期比40億円減の117億円
を予想。 

【経常利益】 

実質業務純益の減少に加え、貸倒引当金戻入益及び償却債権取立
益の減少等により、前期比55億円減少の115億円を予想。 

連 結ベース 

28年度
（29/3期）

29年度
（30/3期）

前期比

経常収益 905 770 △ 135

経常利益 193 137 △ 56

親会社株主に帰属する当期純利益 96 90 △ 6

（単位：億円）

当期純利益で、連単差が
6億円（平成28年度）から
12億円（平成29年度）へ
拡大 

非支配株主利益のグループ内への取り込み及びガバナンス強化等を
目的に、実質持分100％化を実施 

百十四ﾘｰｽ㈱ 

百十四総合保証㈱ 

㈱百十四ﾃﾞｨｰｼｰｶｰﾄﾞ 

㈱百十四ｼﾞｪｰｼｰﾋﾞｰｶｰﾄﾞ 

㈱百十四ｼｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽ 

連単差 
拡大 

単 体 



経営目標 
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 収益性、効率性、健全性の観点から、以下の３つの指標を経営目標に置き、各種施策の実行により達成を目指す。 

【健全性】 

【収益性】 【効率性】 

親会社株主に帰属する
当期純利益 

連結ＲＯＥ  

連結自己資本比率  

最終年度 

最終年度 

最終年度 



本説明資料やＩＲ全般に関するご意見、ご感想、お問

い合わせは、下記までお願いいたします。 

  

事前に百十四銀行の許可を得ることなく、本資料を転写・複製し、または第三者に配布することを禁止いたします。

本資料は、情報の提供のみを目的として作成されたものであり、特定の証券の売買を勧誘するものではありません

。本資料に記載された事項の全部または一部は予告なく修正または変更されることがあります。なお、本資料に含

まれている将来の業績に係る記述は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、将来の業績は経営

環境の変化等の様々な要因により変動する可能性がありますことにご留意ください。 

電    話 
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keiki.kikaku@114bank.co.jp 

http://www.114bank.co.jp/ 

株式会社百十四銀行 経営企画部  経営企画グループ 

  本日は、ありがとうございました。 


